
新規事業採択時評価結果（平成１７年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 
 

事業名 一般国道２６号 第二
だ い に

阪和
は ん わ

国道
こくどう

（延伸
えんしん

） 
事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

近畿地方整備局 

起終点 
自：大阪府泉南

せんなん

郡岬 町
みさきちょう

淡
たん

輪
のわ

 

至：大阪府泉南
せんなん

郡岬 町
みさきちょう

深
ふ

日
け

 
延長 ２．２ｋｍ 

事業概要  

第二
だ い に

阪和
は ん わ

国道
こくどう

は、大阪
おおさか

府阪南
はんなん

市自然
じ ね ん

田
だ

から和歌山
わ か や ま

県和歌山
わ か や ま

市元
もと

寺町
でらまち

に至る延長約２０ｋｍの地域高規格道路

であり、第二
だ い に

阪和
は ん わ

国道
こくどう

（延伸
えんしん

）は、第二
だ い に

阪和
は ん わ

国道
こくどう

の一部を構成する延長約２．２ｋｍの道路である。 

事業の目的、必要性  

第二
だ い に

阪和
は ん わ

国道
こくどう

（延伸
えんしん

）は、現国道２６号の渋滞緩和、車高制限箇所の解消をはじめ、関西
かんさい

国際
こくさい

空港
くうこう

Ⅱ期事業

や阪南
はんなん

スカイタウンなどの地域開発の支援、多数の海浜レクリェーション、レジャー施設などの観光資源の有

効活用、幹線道路及び生活道路の安全確保を図るとともに、高規格幹線道路を補完し、大阪
おおさか

と和歌山
わ か や ま

の地域間

交流の促進に寄与するものである。 

全体事業費 ６９億円 計画交通量 ２０，３００台／日 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

第二
だ い に

阪和
は ん わ

国道
こくどう

(延伸
えんしん

)は、交通混雑の緩和、大阪
おおさか

・和歌山
わ か や ま

の交流促進等重要な役割を果たすことが期待されてお

り、「和歌山
わ か や ま

市・岬 町
みさきちょう

第二
だ い に

阪和
は ん わ

国道
こくどう

延伸連絡協議会（会長 和歌山市議会議員）」などから早期整備の要望を

受けている。 

 
事業採択の前提条件  

 費用対便益 ：便益が費用を上回っている 

 手続きの完了： 都市計画決定済 

        環境アセスの完了 

事業評価結果 
 

総費用 ６０億円 総便益 ３９２億円 基準年  

Ｂ／Ｃ ６．５ 
事業費： ５２億円 

維持管理費：    ８億円 

走行時間短縮便益：３２３億円 

走行費用減少便益： ６５億円 

交通事故減少便益：  ４億円 

平成16年 

交通量変動 B/C=7.20 （交通量  +10％） B/C=5.80 （交通量 -10％） 

事業費変動 B/C=5.93 （事業費  +10％） B/C=7.24 （事業費 -10％） 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果 

事業期間変動 B/C=5.74 （事業期間 + 5年） B/C=6.97 （事業期間 - 5年） 

評価項目 評価 根拠 

渋滞交差点を緩和する(深日中央交差点：現況旅行速度１７km/h） 

渋滞対策 ○

渋滞損失時間の改善 約２４万人時/年 ⇒ 約６万人時/年 

1km(台ｷﾛ)あたり渋滞損失時間 約１１万人時/年キロ、約１．２万人時／台キロ（現況） 

大阪府平均（約１０．８万人時/年キロ、約１．１万人時/年台キロ）と同程度 

全国平均（約２．０万人時/年キロ、約０．７万人時/年台キロ）の約５．５倍 

渋滞度曲線 大阪府内センサス区間のワースト上位４割に位置する 

その他の特徴 国道２６号（１６区間）中、ワースト第１０位の渋滞損失時間（大阪府内） 

死傷事故率が高い区間の事故の減少が見込まれる 

事故対策 ◎
死傷事故率 約２３５件/億台キロ（現況・単路部） 

大阪府平均（７３件/億台キロ（単路部））の約３．２倍 

事故率曲線 大阪府内における区間のワースト上位１割に位置する 

その他の特徴 自動車と自転車・歩行者との動線分離が図られる（自動車専用道路） 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 － 注目すべき影響はない（自動車専用道路計画） 
 

住民生活 ○
関西国際空港へのアクセス向上、高次医療施設へのアクセス向上 

岬町内から関西国際空港へ約４分の時間短縮（５２分→４８分） 

岬町内から三次医療施設（和歌山日赤センター）へ約９分の時間短縮（２８分→１９分） 

地域経済 ○ 時間短縮による地域開発（阪南スカイタウン、関西国際空港二期事業 等）への支援 

災 害 ○
緊急輸送道路の機能向上 

緊急輸送道路に指定されているものの高さ制限（4.3m）が２箇所ある現国道２６号を迂回 

環 境 ○
沿道環境の改善 

夜間要請限度を超過する現国道２６号の沿道環境が改善される（７１dB→６８dB） 

また、自動車からのNO2、SPM排出量がそれぞれ現況の約28%，約29%に減少すると期待される 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ○
主要な観光地へのアクセス向上 

時間短縮による加太、友ヶ島、磯ノ浦などの観光地（年間観光客数１３４万人）への支援 

事業実施環境 ○ 地域高規格道路として時間距離を大幅に短縮し、大阪府南部と和歌山県北部の連携を強化 

 

採択の理由 
 
 費用便益比が６．５と、便益が費用を上回っているとともに、都市計画手続きが完了していることから、事業

採択の前提条件が確認できる。 

 また、当該事業箇所の現況渋滞損失時間及び事業実施による渋滞損失削減時間はともに大きく、渋滞対策の必

要性・効果は高いと判断できる。 

  以上より、本事業を採択した。 
 

担 当 課：道路局国道・防災課 

担当課長名：鈴木 克宗     

 

  ※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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